
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

福岡市長　髙島　宗一郎　殿

提出者

　住  所　

　氏  名　

　電話番号

項目

排 出 量 2,091 ｔ 2,091 ｔ

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ 1,481 ｔ

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ 1,983 ｔ

自ら中間処理により減量す

る

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

福岡市中央区六本松三丁目16番33号

日建建設株式会社
代表取締役　金子幸生

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再 生 利 用 業 者 へ の
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

０９２－７３１－２４３４

福岡市内事業場

建設業・総合工事業

令和４年４月１日～令和５年３月３１日

(日本工業規格　Ａ列４番) 

産業廃棄物処理計画における

計　　画　　期　　間

産業廃棄物処理計画における目標値

(第１面)

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

　 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物
 処理計画の実施状況を報告します。

日建建設株式会社

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

目標値目標値

※事務処理欄

事 業 の 種 類

項目

　　令和５年　５月　１６日   



⑥

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理した後
再生利用した量

⑧②

③

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

）

⑫

（産業廃棄物の種類： 汚泥

1,006.48

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩

1,006.48

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑭

⑦

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ

⑩全処理委託量 1,006.48 ｔ

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ

0.00 ｔ

⑫再生利用業者への処理委託量 1,006.48 ｔ

0.00 ｔ

⑪優良認定処理業者への処理

委託量

⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

委託量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

有　 償　 物 　量

不 要 物 等 発 生 量

排 　　出　 　量

①
1,006.48

0.00 ｔ

項目 実績値

①排出量 1,006.48 ｔ

（
 
第

２
面

 
）

④

⑤

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した量

⑪

⑨

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑬

計画の実施状況



⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

16.50

⑪優良認定処理業者への処理
16.50 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 48.84 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ
委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

48.84

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 48.84 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 48.84 ｔ
④ ⑥

48.84

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

（産業廃棄物の種類： 木くず ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
48.84

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

3.96

⑪優良認定処理業者への処理
3.96 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 3.96 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ
委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

3.96

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3.96 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 3.96 ｔ
④ ⑥

3.96

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

（産業廃棄物の種類： 金属くず ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
3.96

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

36.42

⑪優良認定処理業者への処理
36.42 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 36.42 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ
委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

36.42

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 36.42 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 36.42 ｔ
④ ⑥

36.42

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

（産業廃棄物の種類： 廃石膏ボード ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
36.42

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

77.70

⑪優良認定処理業者への処理
77.70 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 0.00 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ
委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

77.70

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 77.70 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 77.70 ｔ
④ ⑥

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

（産業廃棄物の種類： がれき類 ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
77.70

③ ⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

44.70

⑪優良認定処理業者への処理
44.70 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 157.98 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

157.98

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 157.98 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①排出量 157.98 ｔ
④ ⑥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫
157.98

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
157.98

③

（産業廃棄物の種類： コンクリート破片 ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

⑪優良認定処理業者への処理
0.00 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 2.37 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

2.37

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2.37 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①排出量 2.37 ｔ
④ ⑥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫
2.37

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
2.37

③

（産業廃棄物の種類： アスコン破片 ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収
を行う業者への処理委託量

0.00 ｔ
⑪

217.75

⑪優良認定処理業者への処理
217.75 ｔ

⑭

委託量

⑫再生利用業者への処理委託量 143.13 ｔ ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬ 熱 回 収 認 定 業 者 へ の 処 理

0.00 ｔ

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った量

0.00 ｔ
⑩

217.75

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 217.75 ｔ

⑬

⑦自ら中間処理により減量した
量

0.00 ｔ
⑤ ⑦

⑨

②＋⑧自ら再生利用を行った量 0.00 ｔ
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0.00 ｔ
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①排出量 217.75 ｔ
④ ⑥

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑫
143.13

項目 実績値 自ら中間処理した量
自ら中間処理した

後の残さ量

⑧

排 　　出　 　量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

①
217.75

③

（産業廃棄物の種類： 建設混合廃棄物 ）
（

 
第

２
面

 
）

有　 償　 物 　量

不 要 物 等 発 生 量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

②

計画の実施状況



様式第二号の八(第八条の四の五関係)

　　令和５年　５月　１６日  

福岡市長　髙島　宗一郎　 殿

提出者　　

住  所　 福岡市中央区六本松三丁目16番33号

氏  名　
日建建設株式会社
代表取締役　金子幸生

電話番号 ０９２－７３１－２４３４

 ①事 業 の 種 類

 ②事 業 の 規 模

 ③従  業  員  数

 ④産業廃棄物の一連
　  の処理の工程

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

日建建設株式会社

(日本工業規格　Ａ列４番)

建設業・総合工事業

27人

現場にて発生した産業廃棄物は、収集運搬から再利用・最終処分まで
委託契約のもと、適切に処理を実施する。

産業廃棄物処理計画書

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

(第１面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

福岡市内事業場

令和５年４月１日～令和６年３月３１日

建設工事現場 収集運搬 中間処理

再生

最終処分



産業廃棄物の種類

排　　 出 　　量 ｔ ｔ

 ①現状

産業廃棄物の種類

排　　 出 　　量 ｔ ｔ

 ②計画

 ①現状

 ②計画

(第２面)

仕分けして、排出を抑制する。

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

その他は分別の際に現場内にて再利用できるものとそうでないものを、

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

【前年度（令和４年度）実績】　別紙の通り

【目標】別紙の通り

（今後実施する予定の取組）

汚泥は現場内にて一般残土と仕分けし、汚泥排出を抑制する。

　なるべく混合廃棄物を排出しないよう、分別に取組む。

別紙の通り

（これまでに実施した取組）

汚泥については、現場にて乾燥し排出する。その他は分別して排出する。

　コンクリート、鉄、紙、木材、汚泥等を分別する。

 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

常務取締役

工事部部長

産業廃棄物

統括責任者

現場所長

現場所員



産業廃棄物の種類

 ①現状
自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

 ②計画
自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

 ①現状
自ら中間処理により減量した

産　業　廃　棄　物 の 量
ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

 ②計画
自ら中間処理により減量する

産　業　廃　棄　物 の 量
ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和４年度）実績】　別紙の通り

（これまでに実施した取組）

事例なし

（今後実施する予定の取組）

予定なし

【目標】　別紙の通り

（今後実施する予定の取組）

予定なし

(第３面)

（これまでに実施した取組）

事例なし

【前年度（令和４年度）実績】　別紙の通り

【目標】　別紙の通り

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項



①現状 t t

②計画 t t

t t

優良認定処理業者
への処理委託量

t t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

t t

①現状
認定熱回収業者
への処理委託量

t t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

t t

(第４面)

 （これまでに実施した取組）

事例なし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 （今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の種類

予定なし

【前年度（令和４年度）実績】　別紙の通り

【目標】　別紙の通り

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類

自 ら 埋 立 処 分 又は

海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又は

海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

【前年度（令和４年度）実績】　別紙の通り

 （これまでに実施した取組）

リサイクル率の高い業者への委託

優良認定業者への委託



t t

優良認定処理業者
への処理委託量

t t

再生利用業者への
処 理 委 託 量

t t

認定熱回収業者
への処理委託量

t t

②計画
認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

t t

(第５面)

【目標】　別紙の通り

※事務処理欄

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

 （今後実施する予定の取組）



産業廃棄物処理計画書（第２面～第５面）別紙 単位：トン（ｔ）

汚
泥

木
く
ず

金
属
く
ず

廃
石
膏
ボ
ー

ド

が
れ
き
類

コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ら

ア
ス
フ
ァ

ル
ト
が
ら

混
合
廃
棄
物
（

管
理

型
含
む
）

排
出
量
合
計

①現状 排出量 1006.48 48.84 3.96 36.42 77.7 157.98 2.37 217.75 1551.5

②計画 排出量 1000 40 3 30 70 150 2 210 1505

①現状  自ら再生利用を行った産業廃棄物の量 0

②計画  自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 0

 自ら熱回収を行った産業廃棄物の量 0

自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量 0

自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0

自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量 0

①現状
0

②計画
0

全処理委託量 1006.48 48.84 3.96 36.42 77.7 157.98 2.37 217.75 1551.5

優良認定処理業者への処理委託量 16.5 3.96 36.42 77.7 44.7 217.75 397.03

再生利用業者への処理委託量 1006.48 48.84 3.96 36.42 157.98 2.37 143.13 1399.18

 認定熱回収業者への処理委託量 0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0

全処理委託量 1000 40 3 30 70 150 2 210 1505

優良認定処理業者への処理委託量 12 3 30 70 40 210 365

再生利用業者への処理委託量 1000 40 3 30 150 2 130 1355

認定熱回収業者への処理委託量 0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者
への処理委託量 0

②計画

②計画

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

①現状

①現状【前年度(令和４年度)実績】

②計画【目標】

産　業　廃　棄　物　の　種　類

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項


	産業廃棄物処理計画実施状況報告書（様式第２号の９）
	産業廃棄物処理計画書（様式第２号の８）

